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表2

西暦 正員数
2017 56265
2018 56321
2019 56241
2020 55800
2021 56300
2022 52794
2023 53089
2024 50948
2025 49700
2026 46946
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山内氏の確信に基づく 
高尾会長への「悪人決めつけ」 
キャンペーンの開始

日野岳理事の否認

森田会長の就任、高尾会長辞任

前会長・高尾執行部に関する報告書作成 
内容が「正しい」と理事会で決議

現在に至るまで私的流用、不正の根拠は一切存
在しない、山内氏らによって示されたことは一
度もない。

理事に2位で当選した高尾氏が 
社員総会で高尾氏の除名動議が 
提出される

FT8とコロナ禍 
によるカード滞留 
の増加

コロナ禍のはじまり

高尾会長 森田・山内執行部

山内氏らによる注簿の開示請求

再び高尾氏理事に 
2位で当選

高尾会長に対する山内氏による 
根拠なき「不当なことをしているという」確信と
「クーデター」がJARLに残したものとは。

高尾会長時代の会員増強運動をしていた
頃から比べると 

JARLの正員は一万人近く減少してし
まっています。

山内氏弁護士が考え、やってきたことの図

「JARLが赤字なのは
高尾会長が良くないこ
とをしているからに違
いない」（山内氏の確
信）

「高尾会長がJARL本
部に通う定期代は無駄
という悪がある」

悪くない、必要経費で
は？という反論される

「帳簿を開示させれば
無駄は見つかるに違い

ない」 
（山内氏の確信）

→
→

↓

← ←
「開示しないのは自分
に都合の悪いことを隠
しているからだ」

開示された資料を見
る。不正は見つからな

い

↓
「広報活動費」とされ
ている居酒屋会合は 
「私的飲食」であるに

違いない 
（山内氏の確信） →

組織運営の考え方の違
いではないか？ 
費用経費と言われる →

「私的流用があった」
と証明できない

↓

「前会長・高尾執行部に
関する報告書」（案）の
内容は大塚へ通う自転車
の駐輪代から定期代から
アイコムからきた玉眞専
務理事が使ったのFB
ニュースの「ラウンジ」
での打ち合わせまで含め
た、自分のかけた不正疑
惑を何も証明できないの
で「どれが私的流用だか
答えてください」という
もの

まず「前会長・高尾執
行部に関する報告書」
（案）を作成

それでも「不適切な支
出」と「業務執行に大
きな問題があった」に
違いない（山内氏の確
信）

↓
高尾氏に送付「答えな
ければ報告書を認めた
ものとみなす」と書く←←

→ 高尾氏から「なんら不正
なことはしていません」
と回答。 
不正をしてしておきなが
ら太々しい許せない。
（山内氏の確信）

→
「前会長・高尾執行部
に関する報告書」完成 
理事会で「内容を正し
いとみなす」と決議

↓
完成した、「前会長・
高尾執行部に関する報
告書」では 
「広報活動費」として
支出された「会食会
合」費用について 
「JARLにとって有益
なものであることの証
明が必要」なので 
高尾氏がしていないの
で不当な支出である」 
と書き「潔白」ゴール
ポストを動かす
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理事会で「内容が正し
いと決議」したから正
しいと「前会長・高尾
執行部に関する報告
書」を根拠にJK7LXU
石岡社員が除名決議案
を社員総会に提出

←
否決 ←

高尾氏理事に2位
で当選するも社員
総会で選任されず

←

山内弁護士の高尾会長が不正があるに違いないという「確信」
を持った

理事会での採決と山内氏支持者が不正があったと支持したので高尾氏の 
不正は「あった」ことに「決まった」

山内氏「高尾氏よ
うな人物が存在で
きる組織の構造が
悪い」 
「組織強靭化」 
が必要

←

JARLがうまくゆかないのは高尾氏を排除できない「組織構造」が 
悪いからにすり替えていった（それでも会員の減少は加速してゆく）

↓

支部長と社員の分離によ
る平会員の影響力の遮断

懲戒権の理事会への権限委譲 水平的関係でなく垂直的
命令的ヒエラルキー

組織強靭化とは理事会への権力の集中と組織
支配、自己権力の維持、保身

会長任命理事の定員の増員

閉鎖的社員メーリングリ
ストによる社員の理事会
による囲い込み

↓
← ← ←

↓
山内弁護士支持者（前回除名議案書を
出した石岡社員ら）による理事選挙で
再び2位で選出された高尾氏を役員に
選任しないことを求める議案書が提出

される予定

→
その理由、根拠

は？ 
上記「前会長・高
尾執行部に関する
報告書」

↓
石岡社員ら「使途
不明金」の説明が

ない

「使途不明金」と主張してい
るのは元々山内氏、石岡氏

↓

しかし山内氏らが公開させた帳簿
類に「広報活動費」として日時、場
所、金額などが記載されている

↓

↓
高尾前会長に「不正行為」「私的
流用」「業務上背任」などの行為
があったと主張するなら、それを
立証説明する責任は高尾氏ではな
くて山内氏、石岡社員であること

は常識ではないのか？

START→

高尾会長在職当時
そんな支出ルール
は存在していな
い。後出しルール
監査も事務局も認
めてる。「広報活
動費」という飲食
を伴う会合が不当
だと立証説明する
のは山内氏、石岡
社員の責任である

山内氏、石岡社員らが
作った「前会長・高尾
執行部に関する報告
書」は作成のために高
尾氏にあらかじめ図に
あるように（案）を高
尾氏に見せ根拠なく
「不適切な支出」であ
ると主張し、高尾氏の
回答は「連盟組織のた
め「有益な」の活動」
であった

↓

2025年度から2026年度の間に正会員
数は3,000人近く減少 

しかし「会員増強活動」には消極的

なぜ？

↓

山内弁護士の確信と権威と信者による共同妄想

確信　「高尾前会長が何か良くないことをしているからJARLはうまくゆか
ないのだ」

信者　 
JARLがうまくいっていない原因を説明
してくれた石岡社員は権威の確信を共有
する

権威が確信をもつが
証拠、証明がない、
つなげられない

悪

権威　
山内氏

高尾

「高尾は悪であるはずだ」

点線の位置に実線（証拠、論理的つながり）は見え
ないが証拠のつながりが見えないからこそ 
「事実は何も明らかになっていない」と石岡社員は
主張する。権威を信じ高尾に対しては彼が抗弁でき
ないことによって自分が正しいと信じることができ
る
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信者はうまくいって
いない構造が理解で
きない

同調者が増え共同妄想に

表1

西暦 会員数
2026 46,661

2027 44,076

2028 41,635

2029 39,329

2030 37,151

2031 35,093

2032 33,149

2033 31,313

2034 29,579

2035 27,940

2036 26,392

2037 24,930

2038 23,549

2039 22,245

2040 21,013

2041 19,849

JARLの今後の会員数予想

この頃積立がなくなる 
正会員33.400人、赤字8,000万円

N(t)=46661e^{-0.0555t}で計算

JARLNEWSを電子化しての計算

結局、今のままだと、10年以前に危ういのに森田山内
執行部のやっていることはどうも目的がちがうとしか
思えない。 
山内弁護士さんたちがJARLにしたことってJARLの会
員減少スピードを上げることだけだつたのじゃないか
な？ 

JARLを整理してJARDっぽい組織に業界の利益のため
に再編するために乗り込んできたのじゃないかと疑り
たくなるぐらい。 

JARL会員は10年以内に縮小して別のものになるよう
な組織からの自立を考えた方がいいのではないかとも
思える。

山内弁護士の思いつきだか 
意図的だかわからないガス 
抜きの「魔女狩り」共同妄 
想で魔女を寄せ付けない」 
「組織強靭化」などで本質 
的な問題は何も解決しはし 
ない。
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